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目 的

東京都情報サービス産業健康保険組合は、医療保険制度の運営を担う
保険者であり、「保険給付」「健康管理」「健康増進」の３つの事業を通
してＩＣＴ業界で働く社員とそのご家族のライフサイクルを全面的にサ
ポートしております。
この事業推進のためには、まず、職員自らが心身健康で豊かに生活し、

人として成長し自己実現を図ることが必須であり、そのための職場環境を
構築することもＴＪＫの使命と捉えております。

職員の健康管理・健康づくりを経営的視点から考え推進することで、職
員が元気にやりがいをもって働ける状態を維持し、
ひいては組合員皆さまへ充実したサービスの提供につなげることを実現し
て参ります。

東京都情報サービス産業健康保険組合
専務理事 鈴木克仁



健康経営基本方針

ＴＪＫグループで働くことを通じて心身健康で豊かに生活
し、

人として成長し自己実現を図る



健康経営宣言

健診・重症化予防に取り組みます

メンタルヘルス対策に取り組みます

感染症予防対策に取り組みます

健康管理・安全衛生に取り組みます

過重労働防止に取り組みます

健康経営に取り組みます



健康経営推進体制

産業保健スタッフ

産業医、保健師
臨床心理士

衛生委員会

健康経営
推進責任者
推進担当者

経営会議

健康保険組合

ライン
管理者

Ｔ Ｊ Ｋ 職 員

データヘルス
コラボヘルス

・特定健診
・特定保健指導

提案、報告 承認

連携

連携

ライン管理

・健康相談
・ＥＡＰ

健康経営最高責任者 専務理事

・産業医面談
・保健指導

・健康管理
・健康経営推進
・教育堅守
・相談窓口

総務
グループ

・職場環境等

連携

厚生会

部活動
連携

コラボ事業

連携

職員健康管理を経営的視点から考え推進するために健康経営責任者を専務理事とし、人的資本を管轄する人材開発グループが
健康経営を推進することで、衛生委員会や関連組織を横断した健康課題の吸い上げや制度改定含む各施策の浸透をスピーディー
に牽引いたします。また、産業保健専門スタッフのアドバイスも積極的に活用し、職員健康課題に対する効果的な取り組みを
行ってまいります。



戦略マップ

￥

医療費削減

各健診

受診率向上
重症化予防

感染症対策

メンタル不調者の

予防と支援

ヘルシーフード・ドリンク利用率

睡眠不足支援

厚生会

社内ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｲﾍﾞﾝﾄ参加率

睡眠指導の実施

社内運動イベント・部活等

企画・参加率
運動機会提供

メンタルヘルス

不調者の低下

高ストレス

対象者率の

低下

生活習慣向上

コミュニケーション活性化

配偶者健診受診率

私病、育児、高齢等の働き方支援

健康セミナーの参加率

健康ポータルPepUp閲覧数増加

上司・同僚の

支援度

ストレスチェックテストと

自己申告アンケート実施

職員専用メンタル相談窓口

全社的なヘルスリテラシー

向上

食事
喫煙

執務環境整備（施設・備品・ｲﾝﾌﾗ）

職場安全衛生向上

過重労働対応

特定保健指導

全職員メンタルヘルスセミナー

家族の健康

健康投資

健康ポータルPepUp関連

イベントの参加

働きやすい環境構築

食生活改善の機会提供

健康情報の発信

研修の企画実施

TJK事業

サービス向上
働く意欲の

向上

ワークエン

ゲージメント

向上

職員ウェルビーイング

組織活性化

プレゼン

ティーイズム

改善

禁煙支援活動 職員喫煙プログラム参加

健康経営で解決したい健康課題
健康関連の最終的な目標指標

健康投資効果

健康投資施策の取り組み状況に

関する指標

職員の意識・行動変容に

関する指標

睡眠

組織の持続的成長

アブセン

ティーイズム

改善

専門健診

有所見率の低下

運動

健康診断
２次健診



TJKの健康課題

ＴＪＫでは職員健康アンケートを実施し、「運動」「食事」「飲酒」「睡眠」「喫煙」「被扶養者健診受診状況」「専門検診受
診状況」の分野から全２７問にて、定期的に職員の生活習慣について傾向を見ております。
現在、特に重点事項として、「週２回以上の運動（３０分以上）」「食事にかける時間」「喫煙」「睡眠」については意識付け
や行動改善の必要性があり、これらに対する施策を検討して参ります。

はい, 

25%

いいえ, 

75%

1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上、

1年以上実施していますか？

39%

51%

10%

食事の際、人と比較して食べる速度が速いで

すか？

速い

普通

遅い

42%
58%

睡眠時間はどれくらいとれていますか？

6時間未満

6～8時間

9時間以上

32%

44%

24%

1%
睡眠中、夜中に目が覚めることはありますか？

はい

時々

いいえ

無回答

8%

89%

4%
0%0%

現在、たばこを習慣的に吸っていますか？

はい

いいえ

禁煙中

禁煙するつもりはない。

またはできない
これから禁煙したいと

思っている

Ｒ６年度 職員健康アンケート 回答集計（114名）

はい, 

20%

いいえ, 

80%

朝食を抜くことが週に3回以上ありますか？



TJKの健康施策

施策と目的 R５年目標 R５年取組みと結果 R６年目標

職
員
と
家
族
の
健
康
維
持
の
た
め
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

● 精密検査
● 再検査

①精密検査受診100％の維持と再検査
の個別受診奨励
目標数値：精検受診「100％」

②産業医：R4年度
就業制限者予備群への治療状況管理
R４年度就業制限予備者の削減

③再検査、精密検査の運用の見直し

①精密検査および再検査対象者へ、
個別に受診奨励実施

②R４年度就業制限予備者へ
人材開発G担当者から治療状況の確認
と未受診者は受診勧奨を実施

③見直しの実施

■①、②目標継続

● 特定保健指導 ①特定保健指導結果表
目標数値：提出率「 90％以上」

②特定保健指導受診
目標数値：受診率「60％以上」

③特定保健指導受診奨励の継続

①特定保健指導結果表提出率

②特定保健指導受診率

③保健指導対象者へ個別に進捗状況の
確認と奨励実施

■①、②、③目標継続

● 専門検診 受診奨励プランにもとづき人材開発G
から個別に受診勧奨を徹底

令和５年度 未実施 ■職員向け受診奨励プランにもとづき
人材開発Gから個別に受診勧奨

● ご家族
（配偶者）
健康診断

①配偶者健康診断受診率
目標数値：受診率「80％以上」

②対象者への個別案内
・夫婦受診の勧め
・有給休暇取得奨励の実施

①ご家族健康診断受診率

②令和５年度 未実施

■①目標継続

■②の実施
・対象者への受診奨励
・健康保険組と事業所とのコラボDM
送付

・有給休暇取得奨励の実施

精検
受診率

R4年度 R3年度 R2年度 R元年度

72.7％ 50％ 100％ 100％

受診率
R４年度 R3年度 R2年度 R1年度

88.5％ 71.4％ 79.3% 85.2%

受診率
R4年度 R3年度 R2年度 R1年度

88.9％ 55.6％ 28.6％ 44.4％

提出率
R4年度 R3年度 R2年度 R1年度

96％ 97％ ― ―

■精密検査、再検査・特定保健指導
の受診機会の提供

上記検査については、疾病の早期発
見・早期治療、または生活習慣病の
重症化予防につながるため、受診の
必要性が高く、機会の提供として
就業時間内での受診を可とする運用
を開始



施策と目的 R５年目標 R５年取組みと結果
※人材開発G他、TJK全体での取組み実績を掲載

R６年目標

生
活
習
慣
の
改
善

●運動機会の
提供

①運動習慣比率の向上

②職員・職員家族向け運動関連
イベント参加
（潮干狩り、ﾌｧﾐﾘｰﾊｲｷﾝｸﾞ）

③職員ウォーキング大会実施

④その他
・部活動活動
（野球部、フットサル部）

・社内での職員有資格者による
ウォーキング講座実施

①運動習慣比率の向上

②運動関連イベント参加者

③職員ウォーキング大会実施

④-1 野球部活動実績
２大会参加 東総協、TJK事業所対抗
フットサル実績
1大会参加TJK事業所対抗

④-2 ウォーキング講座実施 →未実施

■①、②、③ 目標継続

■④ 従来の目標にプラスして、
健康ポータルサイトPepUpで
実施される運動キャンペーンの職
員参加

■各事務所内の階段推奨

●労働時間の把握
●過重労働対応

①有給休暇取得率向上

②過重労働対応

①有給休暇取得率
・夏季休暇に伴う有休計画的付与実施

②過重労働対応
・36協定を超える可能性ある対象者に
アラートメールを通知

・週に1回、全職員へ残業実態報告

■① 目標継続

■② 取組み継続

■勤怠システム活用による職員の
自主的な過重労働抑制への意識

●喫煙対策 ①事務所内の喫煙禁止 ①・就業時間内の禁煙の実施
・事業場敷地内の喫煙所撤廃

■① 取組み継続
■職員喫煙率の削減
・職員喫煙者に対する個別対応
喫煙プログラムの推奨

●睡眠不足の解消 ― ― ■検討中

●食事 ①食に対する健康意識を向上

②ヘルシーランチの提供

①「金の認定」記念品にて
期間限定で栄養補助を提供

②保健師の栄養バランスやカロリーの推奨を
受けたお弁当を提供

■①、② 取組み継続

■「食事にかける時間」の改善

■ヘルシーランチやフード・ドリ
ンクの利用率の統計開始

運動
比率

R4年度 R3年度 R2年度 R元年度

18.4％ 15.9％ 19.1％ 18.6％

参加率
R5年度 R5年度 R4年度 R3年度

17％ 41％ 32％ ―

参加率
R5年度 R4年度 R3年度 R2年度

37％ 21％ 50％ ー



施策と目的 R５年目標 R５年取組みと結果
※人材開発G他、TJK全体での取組み実績を掲載

R６年目標

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

●ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽﾘﾃﾗｼｰ
向上

①全社的なメンタルヘルス
リテラシーの向上

・新入社員へは入社時研修で
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｵﾝﾗｲﾝ研修の受講必須

・管理職向けﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｵﾝﾗｲﾝ研修啓蒙

②メンタルヘルスへの早期予防が
対応できる環境づくり

・TJK職員専用メンタル相談窓口
開設

・自身のストレスをリアルタイムで
確認できる環境づくり

③ストレスチェックテスト受検率

①メンタルヘルス関連研修受講率
・新入職員 受講率100％
・管理職向対象 →未実施

②メンタルヘルスへの早期予防が対応できる
環境づくり

・職員専用メンタル相談窓口をR５年４月
開催

・ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸﾃｽﾄのシステムを有効活用し、リ
アルタイムで自身のストレス度合いを認識

③ストレスチェックテスト受検率

■①、③目標継続
メンタルヘルスセミナーを対面、
もしくはオンラインにて全職員に
受講実施

■ストレスチェックテストと併せ
て職員へのアンケート等（自己申
告など）実施

感
染
症
対
策

●蔓延防止

●職場リスク
軽減

①ＴＪＫ施設内従業員全員を対象に
したインフルエンザ予防接種実施

②マスクの備蓄・⼿指用消毒液の設
置・うがい薬の設置・検温システム
による検温の実施

①ＴＪＫ施設内従業員全員を対象にしたイン
フルエンザ予防接種実施

②マスクの備蓄・⼿指用消毒液、
うがい薬設置、検温システム導入

■①、② 取組み継続

■麻しん、風疹対策
接種率

R５年度 R４年度 R３年度 R２年度

98％ 96％ 96％ 92％

受検率
R５年度 R４年度 R３年度 R２年度

99％ 97％ 97％ 97％



加入事業所への健康経営サポート・普及
ＴＪＫは保険者として加入事業所様に対し健康経営を推奨しております。
健康経営は企業リスク管理の一つとして、社員の健康を重要な経営資源と捉え、健康増進に積極的に取り組む経営のスタイルを
いいます。ＴＪＫでは事業主の皆様に「健康経営」に取り組んでいただくため、さまざまなサポートを実施しております。

宣言事業所様 認定取得社数

金の認定 ４３社 ２０社

銀の認定 ２４１社 １７２社

ＴＪＫ以外で健診受診され
た被扶養者方が結果を送付
いただくとQUOカードを
プレゼント

社員の心の相談窓口として利用

世代・役職別
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｾﾐﾅｰ
や健康教室を

実施

ｲﾝﾌﾙエンザ等予防接種補助
ｽﾏﾎｳｫｰｷﾝｸﾞ大会

各種セミナー・健康教室

健康課題の把握 改善・維持の取り組みを実施

ウェルネスレポート配布等

「日常の歩数を増や
す工夫」として活用

家族向け受診奨励

健康経営ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによる認定取得サポート

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談

保健事業参加促進

■健康企業宣言 宣言社数・認定取得者数

健
康
企
業
宣
言
の
参
加
推
進



地域や職場における保健・栄養の改善及びスポーツレクリエーションの普及運動を推進し、
顕著な成果を上げている組織として、令和４年度体力つくり優秀表彰の『体力つくり国民会議議長賞』を受賞いたしました。

体力つくり優秀組織表彰 (体力つくり国民会議長賞) 受賞

■表彰概要

「組合員の健康と生活の安定」を守るため、 「事業所対抗軟式野球大
会」ボウリング大会やウォーキングイベント等の開催、全国のスポーツ施
設の利用補助事業等、様々な体力つくり事業に取り組み、運動習慣化
につなげている。
また、事業運営では「治療から予防へ」の考えの下、全加入者に基本
健診の受診環境を提供、各種がん検診や特定部位に特化した専門検診
の受診を可能にし、早期発見・早期治療に努めている。
その他、健診結果データとレセプトデータを突合し、メンタルヘルス対
策などの組合独自の健康課題に基づいた対策を実施や
健康課題の共有を図るため、事業所ごとに社員の健康状態を可視化し
た「TJK ウエルネスレポート」を作成。さらに、健康経営エキスパートアド
バイザー資格を有する職員による相談窓口の開設など、事業所と積極
的にコラボヘルスを促進している。


